




















































































照)、墓地 の東側 は夫婦用 の墓地(写 真3参
照)に 区分 されて いる。単身墓 につ いては一
区画が3万 チャットs、上部構造物が200万チャッ
ト、埋葬料が10万チ ャッ トだとい う。夫婦墓
は、一区画が20万チ ャッ ト、上部構造物 が4
～500万チ ャ ッ ト、 埋葬料 が25万チ ャ ッ トで
あるとの ことで あった。
また、60歳以上の者 は北側 に、60歳未満 の
者 は南側 に用地が割 り当て られ てお り、 さ ら
に18歳未満の者 およびマ ンダ レー外 の者 は区
画を購入で きな いた め、墓地 の最北 に位置す
る棚状の集合墓 に埋葬 され るという(前 頁写
真1左 奥 に見え る)。
2、 墓 の構造
一 区画の大 き さは概ね、単身 墓が幅2。3m、
奥行4.5m、面積10㎡、 夫婦 墓が幅4.5m、奥




















































































































墓(墓 亀型)u型式のものが多 く取 り上げら
れてきたが、それらとは異なる型式の一例を
紹介することができたと考える。
こうした型式の差異か らは、これらの石廟
型式の墓を建造する人々が、上述の福建・広
東系の亀殻墓を建造する海路華人とは異なる
文化的アイデンティティを有 していることが
示唆される。 しか し、果たしてこの差異が、
出身地の違いに起因するのか、それとも別の
要因に基づ くのかは現時点では結論を出せな
い。雲南系華人墓地の西側に低い塀を隔てて
広がる福建系華人墓を望んでも、やはり亀殻
墓ではな く様式は異なるものの石廟型式の墓
が見えることか らすると、石廟型式の墓はマ
ンダレー華人社会に特有の型式である可能性
もある%
こうした石廟型式の墓が、どのような文化
的アイデンティティのもとに建造されるのか
については、マ ンダレーにおける福建 ・広東
系華人墓地や ビルマ人墓地の調査が不可欠で
ある。 また、墓碑銘の収集 ・分析によって雲
南系華人の移動経路を浮かび上がらせ、彼ら
のアイデンティティ形成について研究すると
ともに、彼らの故地における墓地型式につい
ての研究も試みる必要がある。これらを今後
の課題 として筆をおきたい。
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(注)
1マ ンダレー雲南系華人社会の幹部か らの聴取
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(6) マンダレーにおける雲南系華人墓
による。
2そ の代表例として、タイ北部に居住する 「雲
南人」の移動経路を詳 しく記述 した王の研究[王
2004]などがある。
32006-2008年度科学研究費補助金 「東南アジア
大陸部都市華人の地域間移動に関する実証的研
究」の一部として、2006年12月にプロジェク ト
代表者である荒井茂夫教授(三 重大学人文学部)、
研究分担者である田村慶子教授(北 九州市立大
学法学部)、タンタン・アウン研究員(愛 知大学
国際問題研究所)と ともにヤ ンゴンおよびマン
ダレーを訪れる機会を得た。 この研究旅行の概
要については、田村[2007]を参照されたい。
4本 来は、この事前調査に引き続き、マンダレー
を再訪 して墓碑文の収集 ・分析を実施すること
によってマンダレーにおける雲南系華人の社会
史の一端を垣間見るというのが当初の構想であっ
たが、 ミャンマーの政情により2007年度中の再
訪が叶わなくなったたあ、ここに研究ノー トと
して雲南系華人墓の構造 と特徴のみを紹介する
次第である。
5以 下、聴取した情報は、すべて同幹部か ら聴
取 した内容である。聴取は雲南系華人墓地にお
いて、2006年12月26日に実施 した。
6調 査旅行を実施 した2006年12月現在、1チャッ
トは0.1円程度であった。
7「 石廟」 とは、「遺骸または遺骨を仏壇の下や
床下に葬 り、その上に堂宇を覆堂として設けた」
施設や 「遺骸や遺骨を葬 った場所の前に設けた
一種の礼拝的な施設」である廟が石材でつ くら
れたものである[斎藤1978:220-221]。なお、 日本
における石廟の事例は斎藤[1978:220-221,236-2
37]に詳 しい。
8図1は 単身墓の構造を模式図的に示した もの
である。下部構造については、写真1手 前に見
える部分の構造を参考に作図 した。図2に つい
ては、夫婦墓の下部構造を実見していないため、
上部構造のみを示 した。
9今 回の調査において墓碑の記述を観察 した数
例では、夫は既に死亡 して埋葬されているが妻
が存命中であるものが多かった。
10方 柱型墓標すなわち角碑型式については、斎
藤[1978:230-233]を参照されたい。
11墓 碑の背後を亀甲状に造る型式の墓であ り、
福建 ・広東において墓の範型であったという[平
敷1989:265-267]。この型式の墓を、周は 「亀殻
墓」[周1996]、平敷は 「墓亀型」 と呼ぶ[平敷19
89:265]0
12ヤ ンゴンでは、このような石廟型式の華人墓
は見ることができなか った。ヤンゴンで筆者が
この研究旅行中に実際に見た華人墓は、市街地
に存在する納骨堂型の集合墓と、火葬場や墓地
が集まった郊外の地区で散見した亀殻墓である。
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